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背  景  

 カ ン キ ツ か い よ う 病 は 発 芽 前 ～ 開 花 前 の 防 除 が 重 要 で あ る が 、 ４ 月

以 降 に 収 穫 す る 「 南 津 海 シ ー ド レ ス 」 で は 、 こ の 時 期 に は 白 い 汚 れ が

目 立 つ ボ ル ド ー 液 や 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 加 用 し た 銅 水 和 剤 の 散 布 が で き

な い 。 そ の た め 、 防 除 は 収 穫 後 に 行 わ れ 、 適 期 防 除 と な っ て い な い 。  

 

目  的  

 収 穫 前 の カ ン キ ツ に 使 用 で き る 果 実 の 汚 れ が 目 立 た な い 薬 剤 を 選 抜

す る と と も に 、 か い よ う 病 に 対 す る 防 除 効 果 を 検 証 す る 。  

 

成  果  

１  ク プ ロ シ ー ル ド 単 用 は 他 の 銅 水 和 剤 に 比 べ て 果 実 の 汚 れ が 少 な

い 。 ま た 、 高 い 濡 れ 広 が り 性 能 を 有 す る 展 着 剤 （ 商 品 名 ： ブ レ イ ク

ス ル ー 、 ミ ッ ク ス パ ワ ー ） を コ サ イ ド 3000+炭 酸 カ ル シ ウ ム 剤 に 加

用 す る と 果 実 の 汚 れ が 軽 減 す る （ 図 １ ） 。  

 

２  ク プ ロ シ ー ル ド を 用 い た 防 除 体 系 （ 表 １ ） は 、 ３ 月 ～ ４ 月 に  

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 66D 等 を 散 布 す る イ ヨ カ ン や ア マ ナ ツ な ど の 慣 行 防 除

体 系 と 比 べ て 防 除 効 果 に 差 は な い （ 図 ２ ） 。 ま た 、 銅 の 薬 害 も 問 題

と な ら な い （ デ ー タ 省 略 ） 。  

 

３  ３ 月 ～ ４ 月 に ク プ ロ シ ー ル ド を 単 用 で 散 布 し た 果 実 は 、 選 果 場

で の 洗 浄 処 理 に よ り 汚 れ が な く な る （ 図 ３ ） 。  

 

４  ク プ ロ シ ー ル ド を 除 く 多 く の 銅 水 和 剤 は 、 農 薬 登 録 上 、 果 実 の

着 生 時 期 に は 炭 酸 カ ル シ ウ ム 剤 を 加 用 せ ず に 使 用 す る こ と は で き

な い （ 令 和 ５ 年 １ 月 現 在 ） 。 ま た 、 本 試 験 で は ク プ ロ シ ー ル ド の

単 用 散 布 を 夏 季 に 実 施 し て も 薬 害 は 認 め ら れ な か っ た が 、 樹 勢 や

気 象 条 件 な ど に よ り 発 生 す る 可 能 性 が あ る た め 、 夏 季 に 使 用 す る

場 合 は 炭 酸 カ ル シ ウ ム 剤 を 加 用 す る こ と が 望 ま し い 。  

 
＊退職  
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図 1  収 穫 直 前 の か い よ う 病 薬 剤 散 布 が 「 南 津 海 シ ー ド レ ス 」 果 実 の 汚 れ

に 及 ぼ す 影 響  
薬 剤 散 布 ： 平 成 2 9 年 ４ 月 1 3 日 、 調 査 ： ４ 月 2 5 日  

汚 れ 度 ＝ ｛ Σ （ 指 数 × 汚 れ 程 度 別 果 数 ） × 1 0 0 ｝ ／ （ ４ × 調 査 果 数 ）  

  コ サ イ ド 3 0 0 0 ： 3 , 0 0 0 倍 、 ク プ ロ シ ー ル ド ： 2 , 0 0 0 倍 、 ム ッ シ ュ ボ ル ド ー ： 1 , 0 0 0 倍 、  Z ボ ル ド

ー ： 1 , 0 0 0 倍 、 ブ レ イ ク ス ル ー ： 1 0 , 0 0 0 倍 、 ミ ッ ク ス パ ワ ー ： 3 , 0 0 0 倍 、 ク レ フ ノ ン ： 2 0 0 倍  

 

表 1  か い よ う 病 防 除 体 系 試 験 の 試 験 区 概 要 （ 2 0 1 9）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
図 ２  か い よ う 病 防 除 体 系 に お け る 防 除 効 果  

春 葉 調 査 ： 令 和 元 年 7 月 1 1 日 、 果 実 調 査 ： 令 和 元 年 1 0 月 2 3 日  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３  「 南 津 海 シ ー ド レ ス 」 の 果 実 収 穫 前 防 除 が 果 実 の 汚 れ に 及 ぼ す 影 響  

洗 浄 前 調 査 ： 令 和 元 年 ４ 月 2 4 日 、 洗 浄 後 調 査 ： ４ 月 2 5 日 、 久 賀 選 果 場  

図 表 、 グ ラ フ 等  
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